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はじめに

国語授業を向山洋一はどう創り出したのか
〜珠玉の構想メモ〜

第８巻

新・向山洋一
実物資料集

私は教師生活の中で、優れた指導者、先輩に何人も出会ってきました。

尊敬する石川正三郎校長、圧倒的な力量をもっていた坂本茂信先生など

です。

これらの方々からさまざまに学び、大変幅広く仕事をしてきました。学

校外でもたくさんの貴重な出会いがありました。

その中で、１人の小学校教師がいかにして「クイズ面白ゼミナール」の

出題者になり、「進研ゼミ」の教材全体の設計をし、学習指導要領に反

映されるような主張をしてきたか。

そのようなことが、この『新・向山洋一実物資料集』の中に表れている

と思います。

どうか、先生方も私の実物資料から学び、子どもたちと学校全体の教育

の向上を願うような仕事をしていっていただきたいと思います。

サンプル版
※本ファイルはサンプル版です、実際刊行されるものと内容・仕様等が異なる場合があり 
　ますことを予めご了承ください。
※図版等の解像度は、インターネットを通した画面表示に最適化した低解像度のものです。
　実際の印刷物は高解像度の図版を使用して印刷いたします。
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【映像解説】　「雑草のうた」の授業

6

解　　説

すごい資料だ。

まず、50 ページの「向山型基本システムの整理」に驚いた。国語における「向山

型基本システム」である。

「読解」「漢字」「作文」「言語文化」「討論」の５つのエリアがある。例えば、１の

読解指導を取り上げてみよう。

①音読指導 ⑥説明文指導

②意味調べ ⑦要約指導

③辞書づくり ⑧分析読解指導

④文例指導 ⑨テスト解法指導

⑤一字・一文読解指導システム ⑩問題づくり解法指導

「分析読解指導」は 10 個の中の８番目である。⑨の「テスト解法指導」は、それ

と並んで重要な柱になっている。そもそも「テスト解法指導」を授業している教師

はどれくらいいるのだろうか。

向山氏の筆跡から考えて、氏の頭の中にあるものを迸
ほとばし

らせるように書いた様子が

うかがえる。このような内容が頭の中に入っているということなのだ。こうした「全

体の枠組み」を教師が持つことがまず重要である。

さらに「視点変換作文」「一文指導」「二文指導」「三文指導」や「計算説明」「地図説明」

「音声言語指導」などの用語も見える。

現在の令和の教室に必要な「読解力」につながる考え方が、この時点で既に数多

く出されているのだ。

他に、おそらくは向山氏が学生時代に講義を受けながら書いたと思われるノート、

数々の授業構想ノート、TOSS ランド等を構想していた頃のノート等、新旧の氏の

国語関係資料が所収されている。

様々な角度から分析できる貴重な資料群である。

伝説の実践家、
向山洋一の頭の中を垣間見る珠玉の資料

谷　和樹

構想ノート 1991.2.9
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8 9【映像解説】　「雑草のうた」の授業

（１）構想ノート①

※「雑草のうた」の授業については、第３巻 44〜 47 ページに授業記録が掲載されている。
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11【映像解説】　「雑草のうた」の授業10

長谷川博之

「雑草のうた」を問題づくりという活動を採らず、教師の発問・指示によって授業

する際の、向山氏の授業構想であろう。

 １.　雑草は何ですか。

 ２.　一連「それでも平気さ」何に平気なのですか

 　 　　　　　　　　　　　　どうして平気なのですか

 ３.　二連　同上

 ４.　三連　同上

 ５.　誰になりすましているか

 ６.　くり返し……リフレイン

 ７.　人間のように……ぎじん法

 ８.　三つの連にくり返して　　人はない・それでも平気さ

 ９.　きらきらしながら　変○　草は光らない

 10.　対比

10 の対比について、47 ページの資

料には右のようにある。

すなわち、対比から主題に迫る展開

である。

「何を言いたいのか」を考えさせる

際、根拠がなければ生産性のない話し

合いで終わる。「対比」は明確な根拠

になり得るのである。

解説コラム 1

対比から主題に迫る展開の好例である

対比（１）花　―　葉っぱ

　 　（２）―　―　―

　 　（３）雑草　―　花

　 　（４）雑草　―　人

 　　　　（自分）　（人々）

 雑草のように相手にされなくても

（私は）雑草のように強く生きていく

新・向山洋一実物資料集（第8巻）サンプル版・教育技術研究所



12 13【映像解説】　「雑草のうた」の授業

（２）子どものノート
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14 15【映像解説】　「雑草のうた」の授業

（２）子どものノート
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16 17【映像解説】　「雑草のうた」の授業

（２）子どものノート
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